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総括質問

総括質問

と
っ
て
、
窓
口
が
一
本
化
さ
れ
れ

ば
大
い
に
助
か
る
。
各
課
の
連
携

を
強
化
し
、
支
援
の
充
実
に
つ
な

げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長　

生
活
困
窮
、
障
が
い
者
、

高
齢
者
な
ど
福
祉
に
関
し
て
、
ど

こ
に
相
談
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら

な
い
と
い
っ
た
方
や
、
相
談
内
容

が
各
課
に
ま
た
が
る
複
合
課
題
の

相
談
に
対
応
す
る
。
市
民
が
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
困
っ
て
い
る
の
か

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
内
容
を
検
討

す
る
。

す
る
者
、
公
募
市
民
を
委
員
と
し

て
考
え
て
い
る
。

議
員　
昨
年
夏
は
災
害
と
ま
で
い

わ
れ
た
猛
暑
日
が
続
き
、
災
害
時

に
は
避
難
所
と
な
る
。
エ
ア
コ
ン

の
設
置
を
。

市
長　
輻※
ふ
く
し
ゃ射パ
ネ
ル
を
組
み
合
わ

せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
エ
ア
コ
ン
の

設
置
を
検
討
し
て
い
る
。
運
用
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
会
や
入
学
・

卒
業
式
、
体
育
授
業
な
ど
の
学
校

行
事
、
災
害
時
等
を
予
定
。

総
括
質
問
と
は
、
新
年
度
の
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
で
、

２
人
以
上
で
構
成
す
る
会
派
に
よ
る
代
表
制
質
問
の
こ
と
で
す
。

今
定
例
会
で
は
、
３
月
１
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
５
人
の

議
員
が
会
派
を
代
表
し
て
総
括
質
問
を
行
い
、
市
長
の
施
政
方

針
に
対
し
て
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
掲
げ
た
の
は
、
そ
の
質
問
・
答
弁
の
大
要
で
す
。
総

括
質
問
の
原
稿
は
、
質
問
者
本
人
が
執
筆
し
て
お
り
ま
す
。
総

括
質
問
の
模
様
は
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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議
員　
一
般
会
計
予
算
が
前
年
度

比
10
・
２
％
増
と
急
拡
大
し
、
既

に
決
定
さ
れ
、
事
業
と
し
て
進
ん

で
い
る
案
件
も
あ
る
。
市
民
か
ら

は
公
共
工
事
が
多
過
ぎ
る
と
の
ご

意
見
も
あ
る
。
予
算
の
規
模
や
使

途
は
、
今
後
と
も
高
齢
化
や
少
子

化
な
ど
社
会
環
境
の
変
化
に
合
わ

せ
て
配
分
を
行
っ
て
い
く
べ
き
だ

が
お
考
え
を
。

市
長　
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
や

計
画
的
な
建
て
替
え
を
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
進
め
る
。
国
・
県
補
助
金

の
確
保
、
既
存
事
業
の
継
続
的
な

議
員　
景
気
拡
大
期
間
が
戦
後
最

長
と
言
わ
れ
る
中
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
を
肌
で
感
じ
る
が
、

市
政
を
発
展
さ
せ
る
に
は
市
内
経

済
の
発
展
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

市
内
事
業
所
に
対
す
る
取
り
組
み

を
積
極
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
人
材
確
保
の
環
境
づ
く

り
や
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
は

重
要
で
あ
り
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
や

支
援
体
制
を
構
築
し
、
ど
の
よ
う

に
市
内
経
済
と
雇
用
の
好
循
環
を

促
し
て
い
く
の
か
を
伺
う
。

市
長　
一
例
と
し
て
、
企
業
の
従

議
員　
公
明
党
と
し
て
長
年
に
わ

た
り
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
を
求
め
て
き
た
。
今
回
は
入
院

の
み
の
実
施
だ
が
、
通
院
費
ま
で

の
考
え
は
。

市
長　
本
年
10
月
か
ら
入
院
費
の

み
で
実
施
す
る
。
通
院
ま
で
の
拡

大
に
つ
い
て
は
、
入
院
扶
助
の
実

績
、
そ
の
効
果
等
を
分
析
し
た
上

で
し
っ
か
り
と
研
究
し
て
い
く
。

議
員　
政
府
の
地
震
調
査
委
員
会

が
太
平
洋
の
日
本
海
溝
沿
い
で
起

見
直
し
、
予
算
の
効
率
的
・
効
果

的
な
執
行
に
も
努
め
る
。

業
員
が
資
格
を
取
得
の
際
の
支
援

や
雇
用
マ
ッ
チ
ン
グ
等
に
よ
り
、

各
企
業
が
体
力
を
蓄
え
、
生
産
性

や
競
争
力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
安
定
的
に
人
材
確
保
が
で
き

る
よ
う
、
従
業
員
が
生
き
生
き
と

働
け
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
経

済
と
雇
用
の
好
循
環
を
促
進
す
る
。

議
員　
町
会
・
自
治
会
へ
の
加
入

率
低
下
や
役
員
の
高
齢
化
が
あ
り
、

活
動
の
継
続
の
た
め
に
は
町
会
と

行
政
の
役
割
分
担
の
見
直
し
が
必

き
る
地
震
の
長
期
評
価
を
公
表
し
、

よ
り
発
生
確
率
が
上
昇
し
た
。
今

後
、
防
災
・
減
災
対
策
を
政
治
の

中
心
に
置
き
、「
防
災
基
本
条
例
」

の
早
期
制
定
を
急
ぎ
、「
戸
田
市
・

国
土
強き

ょ
う
じ
ん
か

靭
化
計
画
」
の
促
進
を
。　

ま
た
、
自
助
・
共
助
を
中
心
と
し

た
市
民
会
議
の
設
置
メ
ン
バ
ー
の

構
成
は
。

市
長　
条
例
は
、
平
成
32
年
度
末

の
制
定
を
目
指
す
。
ま
た
、
市
民

会
議
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
地

域
防
災
に
関
す
る
識
見
を
有
す
る

者
や
市
内
の
防
災
関
係
団
体
に
属

議
員　
浸
水
対
策
は
、
市
内
全
域

で
ご
意
見
を
頂
く
。
今
回
は
重
点

施
策
と
な
っ
た
が
、
従
来
の
施
策

と
の
違
い
は
。

市
長　
既
存
の
雨
水
排
水
計
画
を

抜
本
的
に
見
直
し
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
取
り
組
み
を
行
う
。
特
に
、

笹
目
の
根ね
ぎ
は
し
木
橋
公
園
付
近
、
北
大

通
り
の
消
防
本
部
周
辺
、
健
康
福

祉
の
杜
周
辺
等
、
平
成
41
年
の
完

成
を
目
指
す
。

議
員　
支
援
を
必
要
と
す
る
方
に

要
と
考
え
る
が
。

市
長　
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
を
基
に
、
町
会
連
合
会
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
見
直
す
。
ま
た
、

本
市
に
合
っ
た
「
地
域
担
当
職
員

制
度
」
導
入
を
考
え
る
。

議
員　
Ａ
Ｉ
対
話
形
式
に
よ
り
期

待
を
さ
れ
る
具
体
的
な
効
果
は
。

市
長　
市
民
が
24
時
間
、
問
い
合

わ
せ
や
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。

高齢化、少子化に合わせ
た配分を

高校生まで医療費無料化
促進を求める

市政発展には市内経済発
展が必要不可欠では

効率的・効果的な執行に努める10月から、まず入院費で実施 生き生き働ける環境づくり進める

▲毎年繰り返される市内の浸水（戸田駅西口）

▶
少
人
数
で
市
か
ら
の
広
報
を
仕
分
け

　（
沖
内
町
会
）

▶
体
育
館
で
の
体
育
の
授
業
（
笹
目
東
小
学
校
）

浸
水
対
策
の
大
き
な
進
展
を
期
待

町
会
と
行
政
の
役
割
分
担
の
見
直
し
を

「
防
災
・
減
災
条
例
」
の
早
期
制
定
を

福
祉
総
合
窓
口
の
充
実
を

Ａ
Ｉ
総
合
案
内
サ
ー
ビ
ス
の
効
果
は

小
中
学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を

※
輻
射
パ
ネ
ル
…
冷
水
や
温
水
を
直
接
パ
ネ
ル
内
に
通
し
、
そ
の
輻
射
（
冷
輻
射
・
温
輻
射
）
に
よ
り
室
内
を
冷
や
し
た
り
、
暖
め
た
り
す
る
パ
ネ
ル
の
こ
と
。

総そ
う
か
つ
し
つ
も
ん

括
質
問


